
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ４１５ 

令和４年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 家庭総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「家庭総合 自立・共生・創造」 （東京書籍） 

副教材等 Super Live View 家庭科 資料＋食品成分表（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・日常生活との関りを確認し、家庭や地域、社会に関心を持って積極的に取り組みましょう。 

・実習を取り入れ、知識・技術を実践的・体験的に習得します。 

・初めて体験すること自信のないこともやってみましょう。また、日常生活で練習しましょう。 

・多様な考え方を知り、自分の考えを持ちましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技術を

習得させ、家庭や地域の生活課題を主体的に解決するとともに、生活の充実向上を図る能力と実践

的な態度を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

家庭や地域の生活や

自分自身の行動の仕

方に関心をもち、その

充実向上を目指して

主体的に取り組もう

とするとともに、実践

的な態度を身に付け

ている。 

家庭や地域の生活や

自分自身の行動の仕

方について課題を見

いだし、その解決を目

指して思考を深め、適

切に判断し工夫し創

造する能力を身に付

けている。 

家庭の生活や自分自

身の行動の仕方を充

実向上するために必

要な基礎的・基本的

な技術を身に付けて

いる。 

家庭生活の意義や役

割を理解し、家庭や

地域の生活、自分自

身の行動の仕方を重

質向上するために必

要な基礎的・基本的

な知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

授業での観察 

対面指導での観察 

ワークシート 

感想・自己評価 等 

授業での観察 

ワークシート 

感想・意見・自己評価 

定期考査 等 

授業での観察 

対面指導での観察 

ワークシート 

実習作品 

自己評価 等 

授業での観察 

ワークシート 

感想・意見・自己評

価 

定期考査 等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４
月 

５
月 

６
月 

衣
生
活
を
つ
く
る 

〇被服の役割を考える 

 ・着るとは ・被服の役割 

 ・被服の保健衛生的機能 

 ・被服の社会的機能 

〇被服を入手する 

 ・被服の表示 ・被服の材料 

 ・被服材料の性能 

 ・被服材料の性能の改善 

〇被服を管理する 

 ・洗濯 

 ＊洗濯実験 

〇被服を作る 

 ・被服製作の基本 

 ＊被服実習 

  エプロン・三角巾・巾着袋 

  製作 

〇これからの衣生活 

 ・資源としての衣服 

 ・衣料品の再資源化 

 ・衣生活と環境 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a:被服材料や構成についての

学習を実生活に関連させて

関心をもち、衣生活を合理的

に営む姿勢がある。 

b:被服材料や構成についての

学習を実生活に関連させて

課題を見いだし、その解決を

目指して思考を深め、適切に

判断し工夫し創造する能力

を身に付けている。 

c:衣生活を充実向上するため

に必要な基礎的・基本的な技

術を、実習を通して身に付

け、向上させている。 

d:消費者として、衣生活を充実

向上するために必要な基礎

的・基本的な知識を身に付け

ている。 

授業観察 

対面指導で

の態度 

（実習態度） 

ワークシート 

実習作品 

意見・感想 

自己評価 

定期考査 

      等 

７
月 

９
月 
１
０
月 

１
１
月 

食
生
活
を
つ
く
る 

○食生活について考える 

 ・「食べる」とは 

○食生活の安全と衛生 

 ・食品の選択と保存 

 ・食生活の衛生と安全 

＊第 1回調理実習 

○食事と栄養・食品 

 ・栄養と栄養素 

 ・炭水化物 

 ・脂質 

 ・たんぱく質 

＊第 2回・第 3回調理実習 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

a: 衛生面や栄養に関する学習

を実生活に関連させて関心

をもち、その充実向上を目指

して主体的に取り組もうと

し、実践する姿勢がある。 

b: 衛生面や栄養に関する学習

を実生活に関連させて課題

を見いだし、その解決を目指

して思考を深め、適切に判断

し工夫し創造する能力を身

に付けている。 

c: 食生活を充実向上するため

に必要な基礎的・基本的な技

術を、実習を通して身に付

け、向上させている。 

d: 消費者として、食生活を充

実向上するために必要な基

礎的・基本的な知識を身に付

けている。 

授業観察 

対面指導で

の態度 

(実習態度) 

ワークシー

ト 

意見・感想 

自己評価 

定期考査 

    等 



 

※令和３年度以前入学生用 

１
２
月 

１
月 

２
月 

食
生
活
を
つ
く
る 

○食事と栄養・食品 

 ・無機質 

 ・ビタミン 

＊第 4回・第 5回調理実習 

○これからの食生活 

 ・食料生産と食料問題 

 ・環境負荷の少ない食生活 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

a: 栄養や食料問題に関する学

習を実生活に関連させて関

心をもち、その充実向上を目

指して主体的に取り組もう

とし、実践する姿勢がある。 

b: 栄養や食料問題に関する学

習を実生活に関連させて課

題を見いだし、その解決を目

指して思考を深め、適切に判

断し工夫し創造する能力を

身に付けている。 

c: 食生活を充実向上するため

に必要な基礎的・基本的な技

術を、実習を通して身に付

け、向上させている。 

d: 消費者として、食生活を充

実向上するために必要な基

礎的・基本的な知識を身に付

けている。 

授業観察 

対面指導で

の態度 

(実習態度) 

ワークシー

ト 

意見・感想 

自己評価 

定期考査 

    等 

２
月 

３
月 

住
生
活
を
つ
く
る 

○住生活について考える 

 ・平面図を理解する 

 ・住居の計画 

 ・誰もが住みやすい住まい 

 

○ ○ ○ ○ a: 住居に関する学習を実生活

に関連させて関心をもち、そ

の充実向上を目指して主体

的に取り組もうとし、実践す

る姿勢がある。 

b: 住居に関する学習を実生活

に関連させて課題を見いだ

し、その解決を目指して思考

を深め、適切に判断し工夫し

創造する能力を身に付けて

いる。 

c: 住生活を充実向上するため

に必要な基礎的・基本的な技

術を、身に付けている。 

d: 消費者として、住生活を充

実向上するために必要な基

礎的・基本的な知識を身に付

けている。 

授業観察 

対面指導で

の態度 

ワークシー

ト 

意見・感想 

自己評価 

定期考査 

    等 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ ＊は、ワークショップ、実習・実験など実践的・体験的な学習活動や問題解決的な学習活動を

示している。 

 ※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


